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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月15日(2017.3.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロセス制御システムのプロセス変数を監視することと、
　前記プロセス変数のうちの第１のプロセス変数の現在の状態を決定することと、
　前記第１のプロセス変数に関連付けられる傾向を決定することと、
　前記第１のプロセス変数に関連付けられる情報であって、前記第１のプロセス変数の前
記現在の状態及び前記第１のプロセス変数の前記傾向を含む情報、を表す第１のグラフィ
ックを生成することと、
　前記第１のグラフィックを、表示器を介してレンダリングすることと、を含む、方法。
【請求項２】
　前記第１のグラフィックによって表される前記情報が、
　前記第１のプロセス変数の方向、
　第１のプロセス変数の変化率、または
　前記第１のプロセス変数の予測された状態
の少なくとも１つをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のグラフィックによって表される情報が、設定点に対する前記第１のプロセス
変数の相対位置、アラーム限界に対する前記第１のプロセス変数の相対距離、または動作
値の範囲に対する前記設定点からの前記第１のプロセス変数の相対偏差のうちのいずれか
をさらに含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のグラフィックによって表される前記情報が、前記第１のプロセス変数の前記
傾向が、増加、減少、改善、悪化、変動、維持、または不定のうちの少なくとも１つであ
るかどうかをさらに含む、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のグラフィックによって表される前記情報が、前記第１のプロセス変数の現在
の値、設定点の現在の値、アラーム限界の現在の値、前記第１のプロセス変数に関連付け
られた出力、前記第１のプロセス変数に関連付けられた前記傾向を表すグラフ、または経
時的なアラームのタグ付けをさらに含む、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
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　前記第１のプロセス変数に関連付けられた前記情報を表す第２のグラフィックであって
、前記第１のグラフィックよりも多くの前記情報を表す第２のグラフィック、を生成する
ことと、
　前記第２のグラフィックを、前記第１のグラフィックと共に前記表示器を介してレンダ
リングすることと、をさらに含む、請求項１～５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記プロセス変数の第１の部分に対応する第１の複数のグラフィックであって、前記第
１のグラフィックを含む第１の複数のグラフィック、をレンダリングすることと、
　前記プロセス変数の第２の部分に対応する第２の複数のグラフィックであって、前記第
１の複数のグラフィックよりも多くの前記情報を表し、前記第２のグラフィックを含む第
２の複数のグラフィック、をレンダリングすることと、
　前記プロセス変数の前記第１の部分に対応する第３の複数のグラフィックであって、前
記第１の複数のグラフィックよりも多くの情報を表す第３の複数のグラフィック、をレン
ダリングするための要求を受け取ることと、
　前記第１の複数のグラフィックを置き換える前記第３の複数のグラフィックを、前記表
示器を介してレンダリングすることと、
　前記プロセス変数の前記第２の部分に対応する第４の複数のグラフィックであって、前
記第２の複数のグラフィックよりも少ない情報を表し、前記第２の複数のグラフィックを
置き換える第４の複数のグラフィック、を前記表示器を介してレンダリングすることと、
をさらに含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記プロセス制御システムの構成要素の階層であって、前記階層が、前記階層の第１の
レベルに関連付けられた第１の構成要素及び前記階層の第２のレベルに関連付けられた第
２の構成要素を含み、前記第１の構成要素のものが前記第２の構成要素の１つ以上を含み
、前記第１及び第２の構成要素が、前記プロセス制御システム内のプラント、サイト、エ
リア、ユニット、機器モジュール、または制御モジュールのうちのいずれかに対応する、
階層を決定することと、
　前記第１の構成要素または第２の構成要素のうちの１つに対応する選択された構成要素
をグラフィカルに表すための、プロセス図であって、前記選択された構成要素内のサブ構
成要素を表す要素を含み、前記第１のプロセス変数が前記サブ構成要素のうちの第１のも
のに関連付けられる、プロセス図を生成することと、
　前記プロセス図を、前記表示器を介してレンダリングすることと、を含み、前記第１の
プロセス変数に関連付けられた前記第１のグラフィックが、前記サブ構成要素に隣接する
前記プロセス図内でレンダリングされる、請求項１～７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記階層の前記第１のレベル内の前記第１の構成要素に対応する第１のナビゲーション
ボタンを生成することと、
　前記階層の前記第２のレベル内の前記第２の構成要素に対応する第２のナビゲーション
ボタンを生成することと、
　前記階層内の前記第１及び第２の構成要素の関係をグラフィカルに示すための、前記第
１及び第２のナビゲーションボタンの少なくともいくつかを備える、ナビゲーションペイ
ンであって、前記選択された構成要素に対応する選択されたナビゲーションボタンを含む
ナビゲーションペイン、を前記表示器を介してレンダリングすることをさらに含む、請求
項８に記載の方法。
【請求項１０】
　トップレベルの構成要素から下方の前記選択された構成要素までの前記階層におけるパ
ス内で前記第１または第２の構成要素に対応する前記第１または第２のナビゲーションボ
タンのいずれかをグラフィカルに識別することと、
　他方の第１及び第２のナビゲーションボタンから前記選択されたナビゲーションボタン
をグラフィカルに区別することと、をさらに含む、請求項９に記載の方法。
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【請求項１１】
　前記第１及び第２の構成要素の各々についての活動中のアラームに関連付けられた要約
データであって、前記第１及び第２の構成要素の各々に関連付けられた前記プロセス変数
の１つ以上に対応する１つ以上の活動中のアラームの存在、前記第１及び第２の構成要素
の各々に関連付けられた前記活動中のアラームの数、前記第１及び第２の構成要素の各々
に関連付けられた前記１つ以上のプロセス変数の各々の現在の状態、または前記第１及び
第２の構成要素の各々に関連付けられた前記１つ以上のプロセス変数の各々の予測された
状態、のうちの少なくとも１つを含む要約データ、を決定することと、
　前記対応する第１及び第２のナビゲーションボタンに関連付けられた前記第１及び第２
の構成要素の各々に対応する前記要約データを示す前記第１及び第２のナビゲーションボ
タンの各々を備えるアラーム要約アイコンをレンダリングすることと、さらに含み、第１
のナビゲーションボタンに関連付けられた前記アラーム要約アイコンが、前記対応する第
１の構成要素内に含まれる前記第２の構成要素に関連付けられた前記要約データを含む、
請求項８～１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　設定点に関して、第１のプロセス変数の相対位置が、第１のグラフィック内の設定点イ
ンジケータとプロセス変数インジケータとの空間的関係によってグラフィカルに表される
、請求項３～１１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　動作値の範囲に対する設定点からの前記第１のプロセス変数の相対偏差が、範囲インジ
ケータに対する設定点インジケータ及びプロセス変数インジケータの空間的関係によって
グラフィカルに表される、請求項３～１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　アラーム限界に対する第１のプロセス変数の相対距離が、アラーム限界インジケータに
対する設定点インジケータ、プロセス変数インジケータ、及び範囲インジケータの空間的
関係によってグラフィカルに表される、請求項３～１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　第１のプロセス変数の変化率が、第１のグラフィックに関連付けられたレートインジケ
ータの数によってグラフィカルに表される、請求項２～１４のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項１６】
　第１のプロセス変数に関連付けられた傾向が、第１のグラフィックの少なくとも一部の
形状によってグラフィカルに表される、請求項１～１５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記形状が、前記プロセス変数の前記傾向が増加している、減少している、変動してい
る、維持されている、または不定であるときを示すように変化する、請求項１６に記載の
方法。
【請求項１８】
　前記プロセス変数の方向が、前記形状の向きまたはエッジによってグラフィカルに表さ
れる、請求項１６または１７に記載の方法。
【請求項１９】
　悪化している傾向が第１のグラフィックの一部の太い境界線によってグラフィカルに表
される、請求項１２～１８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２０】
　現在の状態が、第１のグラフィックの第１の部分の色または陰影によってグラフィカル
に表される、請求項１～１９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２１】
　予測された状態が、第１のグラフィックの第２の部分の色または陰影によってグラフィ
カルに表される、請求項２～２０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２２】
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　第１のグラフィックが、表示器の中の少なくとも２つの位置で同時にレンダリングされ
る、請求項１～２１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２３】
　前記２つの位置が、プロセス制御システムの１つ以上の構成要素をグラフィカルに表す
図の中の第１の位置、アラームバナーの中の第２の位置、またはサイドバーの中の第３の
位置のうちのいずれかに対応する、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　プロセス制御システムのプロセス変数を監視するプロセッサであって、前記プロセス変
数の現在の状態及び前記プロセス変数の予測された状態をグラフィカルに表すためにアイ
コンを生成するように構成されたプロセッサと、
　前記アイコンを、オペレータインターフェースを介してレンダリングするための表示器
と、を備える、装置。
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